
１．

功
績
理
由

本
県
の
栽
培
漁
業
は
「
第
五
次
新
潟

県
栽
培
漁
業
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
ヒ
ラ
メ
は
、

新
潟
県
に
適
し
た
放
流
種
苗
と
し
て
重

要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
効
果
的
な

放
流
に
よ
る
資
源
の
増
大
が
切
望
さ
れ

て
い
る
。

漁
業
者
で
あ
る
小
林
氏
は
、
下
越
地

区
栽
培
漁
業
推
進
協
議
会
の
会
員
と
し

て
、
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
陸
上
施
設

で
の
ヒ
ラ
メ
育
成
に
平
成
三
年
か
ら
取

り
組
み
、
現
在
ま
で
の
十
七
年
間
、
中

間
育
成
施
設
の
管
理
や
種
苗
の
育
成
、

日
々
の
給
餌
に
至
る
ま
で
、
中
間
育
成

全
般
を
通
し
て
常
に
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

小
林
氏
の
長
年
に
わ
た
る
努
力
に
よ

っ
て
、
現
在
で
は
安
定
し
て
放
流
で
き

る
技
術
が
確
立
さ
れ
て
お
り
、
栽
培
漁

業
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
種
苗
放
流
の
効
果
を
把
握

す
る
た
め
、
寝
屋
漁
港
に
お
け
る
放
流

ヒ
ラ
メ
の
混
獲
率
調
査
も
担
当
し
て
お

り
、
社
団
法
人
新
潟
県
水
産
振
興
協
会

や
水
産
海
洋
研
究
所
と
連
携
し
て
放
流

効
果
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
漁
業
者
に
よ
る
ヒ
ラ
メ
中
間

育
成
事
業
の
礎
を
築
き
、
現
在
で
も
そ

の
中
心
と
し
て
尽
力
し
て
い
る
小
林
氏

は
、
新
潟
県
に
お
け
る
栽
培
漁
業
の
推

進
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る

と
言
え
る
。

２．

経
歴

新
潟
漁
業
協
同
組
合
山
北
支
所
に
所

属
し
、
現
在
新
潟
漁
業
協
同
組
合
の
理

事
で
、
平
成
二
年
よ
り
下
越
地
区
栽
培

漁
業
推
進
協
議
会
の
副
会
長
と
し
て
栽

培
漁
業
及
び
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進

に
尽
力
し
て
い
る
。

昭
和
十
年
十
一
月
二
十
七
日
生
。

昭
和
二
十
六
年
　
漁
業
に
従
事

昭
和
五
十
七
年
　
山
北
町
漁
業
協
同

組
合
理
事
就
任

平
成
二
年
　
下
越
地
区
栽
培
漁
業
推

進
協
議
会
発
足
、
副
会
長
に
就
任

平
成
八
年
　
新
潟
県
指
導
漁
業
士
に

認
定
さ
れ
る

平
成
二
十
年
　
中
下
越
一
〇
漁
協
が

合
併
、
新
設
さ
れ
た
新
潟
漁
業
協

同
組
合
理
事
就
任

受
賞
歴
等
　
な
し

３．

活
動
の
対
象
と
な
る
漁
業
種
類

○
対
象
と
な
る
漁
業
種
類

板
曳
網
漁
業
及
び
刺
網
漁
業

○
活
動
の
対
象
と
な
る
生
物
の
種
類

ヒ
ラ
メ

○
海
域新

潟
県
下
越
沿
岸

４．

栽
培
漁
業
へ
の
取
り
組
み

（1）

中
間
育
成

陸
上
施
設
に
お
け
る
ヒ
ラ
メ
の
中
間

育
成
は
、
施
設
の
管
理
や
種
苗
の
育
成

管
理
な
ど
で
高
い
技
術
や
経
験
が
必
要

で
あ
る
。
当
初
、
漁
業
者
で
あ
る
協
議

会
員
に
よ
る
中
間
育
成
は
輪
番
制
で
行

っ
て
い
た
が
、
種
苗
の
育
成
に
は
不
慣

れ
な
た
め
、
例
え
ば
疾
病
へ
の
対
処
や
、

飼
育
水
槽
へ
の
入
水
が
止
ま
っ
た
際
の

対
処
方
法
、
種
苗
の
健
康
状
態
の
把
握

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

小
林
氏
が
代
表
し
て
中
間
育
成
に
取
り

組
み
、
技
術
や
経
験
を
培
う
こ
と
で
、

問
題
に
対
し
て
的
確
で
迅
速
に
対
処
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

下
越
地
区
の
陸
上
中
間
育
成
施
設
で

は
、
全
長
約
四
〇
ミ
リ
の
種
苗
を
約
七
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５．

漁
業
経
営
に
も
た
ら
し
た
効
果

下
越
地
区
は
ヒ
ラ
メ
の
漁
獲
量
が
多

く
、
ヒ
ラ
メ
へ
の
依
存
度
も
高
い
こ
と

か
ら
、
ヒ
ラ
メ
の
資
源
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
下
越
地
区
の
中
間
育
成
技
術
は
、
小

林
氏
が
十
七
年
間
地
道
に
培
っ
た
技
術

と
経
験
に
よ
り
大
き
く
向
上
し
、
ヒ
ラ

メ
資
源
の
増
大
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま

た
、
当
初
は
会
員
が
輪
番
制
で
行
っ
て

い
た
中
間
育
成
を
小
林
氏
が

代
表
し
て
行
う
こ
と
で
、
漁

業
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て

い
る
。

中
間
育
成
を
開
始
し
た
翌

年
で
あ
る
平
成
四
年
か
ら
、

新
潟
県
北
部
の
ヒ
ラ
メ
漁
獲

量
は
他
地
域
と
比
較
し
て
多

い
傾
向
に
あ
り
、
小
林
氏
に

よ
る
中
間
育
成
の
取
り
組
み

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

６．

波
及
効
果

「
漁
業
者
」
が
中
間
育
成

を
率
先
し
て
行
う
と
い
う
こ

と
が
、
獲
る
だ
け
で
あ
っ
た

そ
れ
ま
で
の
漁
業
を
漁
業
者

自
身
が
考
え
直
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
栽
培
漁
業
と
中
間
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13

〇
ミ
リ
に
な
る
ま
で
中
間
育
成
を
し
て

お
り
、
こ
の
全
て
の
過
程
に
お
い
て
小

林
氏
が
管
理
し
て
い
る
。
現
在
で
は
毎

年
約
一
〇
万
尾
の
大
型
種
苗
を
安
定
し

て
放
流
で
き
る
ま
で
に
な
り
、
下
越
地

区
栽
培
推
進
協
議
会
放
流
分
の
種
苗
の

ほ
か
、
新
潟
県
水
産
振
興
協
会
か
ら
依

頼
さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
中
間
育
成
も
合
わ
せ

て
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ヒ
ラ
メ
種

苗
は
下
越
地
域
の
各
地
区
で
毎
年
放
流

さ
れ
て
い
る
。

（2）

保
護
管
理

個
人
で
は
該
当
な
し
。

（3）

効
果
の
検
証

種
苗
放
流
の
効
果
を
調
べ
る
た
め

に
、
下
越
地
区
で
は
岩
船
港
、
寝
屋
漁

港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
に
つ
い
て

体
色
異
常
魚
の
混
獲
率
を
調
査
し
て
い

る
。
小
林
氏
は
市
場
調
査
員
と
し
て
、

寝
屋
漁
港
の
混
獲
率
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
近
年
、
種
苗
生
産
技
術
が
向
上
し

た
こ
と
で
天
然
魚
と
人
工
放
流
魚
の
区

別
が
つ
き
に
く
く
な
り
、
市
場
で
の
混

獲
率
調
査
が
難
航
す
る
と
い
っ
た
問
題

も
出
て
い
る
が
、
水
産
振
興
協
会
や
水

産
海
洋
研
究
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
地
道
に
こ
の
調
査
に
取
り
組

み
、
放
流
効
果
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

ヒラメ中間育成の写真

地区別ヒラメ漁獲量の推移

育
成
へ
の
理
解
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ

る
。さ

ら
に
、
漁
業
者
自
ら
が
育
成
し
た

種
苗
を
放
流
す
る
こ
と
で
、
放
流
種
苗

を
保
護
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま

り
、
小
型
魚
は
獲
ら
な
い
と
い
う
考
え

方
が
浸
透
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
林
氏
の
地
道
な
取
り
組
み

に
よ
っ
て
中
間
育
成
技
術
が
向
上
し
、

優
良
な
大
型
種
苗
を
安
定
的
に
放
流
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
栽

培
漁
業
に
対
す
る
漁
業
者
の
関
心
が
高

く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
下
越
地
区
栽

培
推
進
協
議
会
は
現
在
、
県
内
で
最
も

活
発
的
に
中
間
育
成
に
取
り
組
む
協
議

会
と
な
っ
て
い
る
。


